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序

　武蔵国有数の勢力を誇っていた河越氏ゆかりの史跡である河越館跡は、中世武家政権を

支えた在地領主の館跡として古くから知られ、昭和 7 年（1932）に県の史跡、昭和 59 年

（1984）に国の史跡に指定されました。

　史跡整備に伴う発掘調査の成果を受け、史跡の一部を対象に平成 19 年（2007）～平成

21 年（2009）にかけて第 1 期整備工事を実施し、平成 21 年（2009）11 月に国指定史跡

河越館跡史跡公園を先行して開園しました。開園後も史跡整備に伴う発掘調査を継続し、

史跡の未整備部分についても整備を検討しています。

　河越館跡は県史跡の指定から 90 年、国史跡の指定から 40 年が経過しましたが、近年

では史跡の適切な保存とともに多様な活用を行うことが求められるなど、史跡を取り巻く

環境は大きく変化しました。

　これらの状況を踏まえ、史跡の管理団体である川越市教育委員会は、河越館跡の将来的

な保存活用の基本的な方針を明確にした、「史跡河越館跡保存活用計画」を策定すること

といたしました。

　今後はこの計画を基に、河越館跡を将来にわたって保存し、後世に継承していくととも

に、史跡の活用を通じてより多くの皆様方に訪れていただけるよう、史跡の価値と魅力を

発信してまいります。

　最後になりますが、本計画の策定にあたり、川越市河越館跡整備検討委員会の皆様並び

に文化庁、埼玉県教育委員会及び関係諸機関より御指導を賜りました。謹んで御礼申し上

げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 7 年 3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川越市教育委員会

教育長　新保　正俊



例　言

１．本書は、埼玉県川越市大字上戸ほかに所在する、国指定史跡河越館跡の保
　　存活用計画である。

２．この計画の策定事業は、川越市教育委員会が主体となり、令和４～ 6 年度
　　の 3 か年にわたり実施し、令和 6 年度国宝重要文化財等保存・活用事業費
　　補助金（史跡等保存活用計画策定事業）の交付を受けた。

３．計画の策定は、川越市河越館跡整備検討委員会による検討と指導を経
　　て行われた。

４．事業に係る事務は、川越市教育委員会文化財保護課が行った。

５．本書の作成にあたり、計画策定の支援を株式会社イビソクに委託した（令
　　和 6 年度）。

６．事業の実施にあたり、文化庁文化財第二課及び埼玉県教育局教育総務部文
　　化財・博物館課の指導・助言をいただいた。
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